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香美市では、保幼から大学まである「まち」として、学びの連続性を大切にしながら、「まち 

づくりはひとづくり」という考えのもと、教育を中心に据えた「まちづくり」を目指してきま 

した。その過程で、市民一体となって取り組む「よってたかって教育（よってたかって地域が 

育てる教育）」という概念が生まれ、市民・行政が一体となって地域の教育力の向上、生涯学び 

続ける「まちづくり」を進めています。       
 

今年で６回目のキャリアチャレンジデイ。 

10月 26日（土）、香美市内全中学 1･2生約 350人 

 が高知工科大学に集まり、様々な業種、職種の方と交流を 

したり体験活動をしたりすることで、「職業の役割とそれ 

に必要な能力との関係」について考えます。 

このキャリアチャレンジデイは、講師の方だけでなく、保護者や民生 

委員、山田高校生・高知工科大学生など、多くの地域の方々にサポータ 

ーとしてご協力をいただき開催しています。 

 

今年度ご協力いただいたのは次の 21企業団体の方々です。 

  香美市内 片地園芸組合（トマト農家）、物部森林組合（森林整備）、株式会社土佐山田 

       ショッピングセンター（青果・精肉・フロア）、高知県立山田高等学校、 

香美市立美良布保育園、香美市消防本部 

香美市外 国際デザイン・ビューティカレッジ（建築・美容師）、 

      高知菅公学生服株式会社（デザイナー）、高知情報ビジネス＆フード専門学校 

（パティシエ・シェフ）、株式会社高知新聞社（記者）、株式会社 enish（ゲーム開発）、 

ちゃがまらん（You Tuber）、日本航空株式会社（パイロット）、 

城西館（接客）、高知県立のいち動物公園（飼育員）、高知県立あき総合病院、 

高知県教育委員会事務局（臨床心理士）、自衛隊高知地方協力本部（自衛官）、 

高知県商工労働部産業創造課（システムエンジニア） 
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小学生や高校生、 
地域の方も参観可能 



  
 

キッズチャレンジデイは、それぞれの学校が趣向を凝らした内容になっています。キャリアチ

ャレンジデイもキッズチャレンジデイも参観自由です。また、一緒に参加できる活動もあります

ので各学校へお問合せください。      
 

今年も香美市内全小学３年生（約 160 人）集まって、

９月５日に龍河洞ふるさとプログラムが行われました。こ

のプログラムは、香美市内の子どもたちにふるさとの良さ

を知ってもらい、郷土を愛する子どもに育ってほしいとい

う目的で５年前から実施しています。  

龍河洞を案内してくれたのは、片地小学校４年生です。 

各学校のバスに片地小４年生が乗車し、洞内の説明や外で

待っているときの龍河洞クイズもすべて計画してくれました。片地小４年生は、みんなに龍河洞の

ことを知ってもらいたいと歌も作成し、３年生の前で大きな声で披露しました。 

３年生にとっては、学びの多い日になったことだと思います。 

 

月日 学校名 内容 

10/12 香長小 防災学習（避難訓練・非常持ち出し袋の確認） 

10/19 
片地小 

【午前】体験学習等（森林について・打刃物の学習・稲刈り・佐岡の学習） 

【午後】刃物祭り見学・よさこい鳴子踊り 

大栃小 塩の道を歩こう（一日） 

10/26 舟入小 わくわく自然教室（理科的な体験学習等） 

11/9 大宮小 愛あいふれあい祭り（体験学習・バザー等） 

11/30 楠目小 
レッツチャレンジ いつやるの今でしょ ワイルドだぜ楠目っ子 

（各学年の生活・総合的な学習の時間の発表） 

１/25 山田小 山小まつり（出前授業・学年発表・バザー等） 

 バスに乗ったとき、りゅうがどうのクイズを出してくれたので、早く

りゅうがどうに行きたくなりました。 

 りゅうがどうに入ると、クイズの答えがたくさんありました。せつめ

いも上手で分かりやすかったです。４年生がいろいろ考えてくれたので、

りゅうがどうのことがよく分かりました。 

                      香長小 ３年生 


